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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第55期

第１四半期連結
累計期間

第56期
第１四半期連結
累計期間

第55期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高（百万円） 61,680 82,299 307,253

経常利益（百万円） 1,322 2,338 6,194

親会社株主に帰属する四半期（当期）
純利益（百万円）

825 1,459 3,561

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 889 2,094 3,157

純資産額（百万円） 43,506 46,408 45,213

総資産額（百万円） 87,596 101,774 94,275

１株当たり四半期（当期）純利益（円) 37.43 65.76 160.76

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期)
純利益（円）

36.46 64.46 157.30

自己資本比率（％） 49.1 45.2 47.4
 

(注)　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

2023年６月20日付で、当社は株式会社ブロッコリーの株式を公開買付けにより追加取得し、同社に対する当社の議

決権比率は77.92％となり、同社は当社の子会社となりました。なお、同社は特定子会社に該当いたします。ただし、

2023年８月31日をみなし取得日としているため、当第１四半期連結累計期間においては連結の範囲に含めておりませ

ん。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における当社グループの関連業界におきましては、商業施設などの人流はコロナ禍

から緩やかに回復しているものの、少子化や消費者ニーズの多様化、エンタテインメントのデジタル化が進み、

先行きが不透明な状況で推移しております。

　このような状況の中、当社グループの経営成績につきましては、玩具事業やビデオゲーム事業が好調に推移し

たことにより、売上高、利益面ともに前年同期を大幅に上回りました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は822億９千９百万円(前年同期比33.4%増)、営業利益は21億

８千万円(同89.9%増)、経常利益は23億３千８百万円(同76.8%増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は14億５

千９百万円(同76.9%増)となりました。

　なお、2023年６月20日付で当社は持分法適用関連会社であった株式会社ブロッコリーの株式を公開買付けによ

り追加取得し、同社は当社の子会社となりましたが、2023年８月31日をみなし取得日としているため、当第１四

半期連結累計期間においては連結の範囲に含めておりません。

　
　　　　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。
　

①玩具事業

　玩具事業につきましては、BANDAI SPIRITSの「一番くじ」をはじめとしたくじ商品や「ポケモンカードゲー

ム」などのトレーディングカードが引き続き好調に推移したほか、「ガンダムシリーズ」のプラモデルなど、ホ

ビー商品の販売が拡大し、売上高、利益面ともに前年同期を大幅に上回りました。

　この結果、売上高は341億６千９百万円(前年同期比34.4%増)、セグメント利益は13億９千８百万円(同113.5%

増)となりました。

 
②映像音楽事業

　映像音楽事業につきましては、King & Princeのベストアルバム「Mr.5」やSnow Manのアルバム「i DO ME」な

どが牽引し、音楽パッケージの新譜の販売が好調に推移したことや、当社出資映像作品の配信プラットフォーム

への販売が伸長したことにより、売上高は前年同期を上回りました。利益面につきましても、適正在庫の維持に

努めたことによる在庫評価損失の減少により、前年同期を大幅に上回りました。

　この結果、売上高は177億１千万円(前年同期比7.3%増)、セグメント利益は２億８千万円(同170.7%増)となりま

した。

 
③ビデオゲーム事業

　ビデオゲーム事業につきましては、「Nintendo Switch」や「PlayStation5」のハードの売上が好調に推移して

いることに加え、「ゼルダの伝説 ティアーズ オブ ザ キングダム」や「ファイナルファンタジーXVI」などの

ヒット商品があったことにより、売上高、利益面ともに前年同期を大幅に上回りました。

　この結果、売上高は211億８千１百万円(前年同期比64.7%増)、セグメント利益は４億３千５百万円(同172.4%

増)となりました。

　

④アミューズメント事業

　アミューズメント事業につきましては、当社運営のカプセル玩具ショップ「ガシャココ」の出店拡大に加え、

カプセル玩具市場が引き続き好調に推移していることにより、売上高は前年同期を大幅に上回りました。利益面

につきましては、新規ロケーションの開拓や自社ショップの出店に係る初期費用の発生により、前年同期を下回

りました。なお、「ガシャココ」は2023年６月末日時点で86店舗を出店しております。

　この結果、売上高は92億３千８百万円(前年同期比33.9%増) 、セグメント利益は３億８千９百万円(同27.1%減)

となりました。
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(2) 財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べ74億９千８百万円増加し、1,017

億７千４百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加74億７千３百万円によるものでありま

す。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ63億３百万円増加し、553億６千５百万円となりました。これは

主に、支払手形及び買掛金の増加81億８百万円によるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ11億９千５百万円増加し、464億８百万円となりました。これ

は主に、親会社株主に帰属する四半期純利益計上による利益剰余金の増加14億５千９百万円、剰余金の配当によ

る利益剰余金の減少９億１千万円及びその他有価証券評価差額金の増加６億２千６百万円によるものでありま

す。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

　

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。
　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、３百万円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 64,000,000

計 64,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月９日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 24,050,000 24,050,000
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数
100株

計 24,050,000 24,050,000 － －
 

 

（２）【新株予約権等の状況】

 ① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。　

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2023年４月１日～
2023年６月30日

－ 24,050,000 － 2,751 － 2,775
 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

① 【発行済株式】

  2023年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式 1,292,300
 

― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,714,600
 

227,146 ―

単元未満株式 普通株式 43,100
 

― ―

発行済株式総数 24,050,000 ― ―

総株主の議決権 ― 227,146 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2023年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）
株式会社ハピネット

東京都台東区駒形
二丁目４番５号

1,292,300 ― 1,292,300 5.37

計 ― 1,292,300 ― 1,292,300 5.37
 

（注）株式給付信託（J-ESOP）及び株式給付信託（BBT）の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託
Ｅ口）が保有する当社株式は、連結財務諸表上及び財務諸表上において自己株式として表示してお
り、　その株式数は569,000株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 
第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 27,874 19,399

  受取手形及び売掛金 33,555 41,028

  電子記録債権 4,091 3,720

  棚卸資産 7,480 9,313

  その他 4,874 5,191

  貸倒引当金 △3 △3

  流動資産合計 77,872 78,650

 固定資産   

  有形固定資産 1,207 1,240

  無形固定資産 1,796 1,750

  投資その他の資産   

   投資有価証券 8,364 15,527

   その他 5,054 4,625

   貸倒引当金 △20 △20

   投資その他の資産合計 13,398 20,132

  固定資産合計 16,402 23,123

 資産合計 94,275 101,774

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 33,594 41,703

  未払法人税等 1,042 422

  賞与引当金 227 385

  その他 9,107 7,562

  流動負債合計 43,971 50,073

 固定負債   

  株式給付引当金 236 240

  役員株式給付引当金 76 78

  退職給付に係る負債 3,409 3,461

  その他 1,367 1,509

  固定負債合計 5,090 5,291

 負債合計 49,061 55,365

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,751 2,751

  資本剰余金 3,322 3,353

  利益剰余金 38,087 38,637

  自己株式 △1,974 △1,876

  株主資本合計 42,187 42,865

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,511 3,138

  繰延ヘッジ損益 △4 3

  その他の包括利益累計額合計 2,506 3,141

 新株予約権 519 402

 純資産合計 45,213 46,408

負債純資産合計 94,275 101,774
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 61,680 82,299

売上原価 54,712 73,441

売上総利益 6,967 8,858

販売費及び一般管理費 5,819 6,677

営業利益 1,148 2,180

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 124 115

 その他 67 53

 営業外収益合計 191 168

営業外費用   

 支払利息 0 0

 持分法による投資損失 17 11

 その他 0 0

 営業外費用合計 17 11

経常利益 1,322 2,338

特別利益   

 会員権売却益 1 -

 特別利益合計 1 -

特別損失   

 固定資産除却損 0 2

 特別損失合計 0 2

税金等調整前四半期純利益 1,323 2,335

法人税、住民税及び事業税 181 594

法人税等調整額 317 280

法人税等合計 498 875

四半期純利益 825 1,459

親会社株主に帰属する四半期純利益 825 1,459
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 825 1,459

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 73 626

 繰延ヘッジ損益 △8 7

 持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

 その他の包括利益合計 64 634

四半期包括利益 889 2,094

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 889 2,094

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（取得による企業結合）

　当社は、2023年４月14日開催の取締役会において、当社の持分法適用関連会社である株式会社ブロッコリー

（以下「対象者」といいます。）の普通株式（以下「対象者株式」といいます。）を金融商品取引法（1948年法

律第25号。その後の改正を含みます。）による公開買付け（以下「本公開買付け」といいます。）により取得す

ることを決議し、本公開買付けを2023年４月17日から2023年６月13日の期間で実施いたしました。本公開買付け

の結果、2023年６月20日（本公開買付けの決済の開始日）付で、対象者は当社の子会社となりました。

　なお、本公開買付け後の一連の取引により対象者株式の全て（但し、当社が所有する対象者株式及び対象者が

所有する自己株式を除きます。）の取得を目的とした手続きを実施することを予定しております。

 
１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及びその事業の内容

　　　被取得企業の名称　株式会社ブロッコリー

　　　事業の内容　　　　コンテンツ（アニメ・ゲーム・音楽・映像・カードゲーム）の企画、制作、

　　　　　　　　　　　　およびキャラクター商品の企画、製作、販売

 
（２）企業結合を行った主な理由

　当社グループが属するエンタテインメント業界においては、少子化、消費者ニーズの多様化、スマートフォ

ン・タブレット端末の普及や配信への移行等によるエンタテインメントのデジタル化が進み、経営環境が大き

く変化しております。このような状況の中、当社は、中間流通としての強みを活かしながら、新たなエンタテ

インメントビジネスに積極的に挑戦し、成長・発展を目指すために、クリエイティブ機能の更なる強化を中期

的な課題として掲げ、取り組んでおります。

　対象者は「うたの☆プリンスさまっ♪」や、トレーディングカードゲーム「Z/X -Zillions of enemy X-（ゼ

クスジリオンズオブエネミーエックス）」をはじめとしたコンテンツの企画・制作に実績があり、当社グルー

プの中間流通としての強みや経営資源と対象者のコンテンツ開発力を活かすことで、新コンテンツ開発の推

進、対象者が所有する自社コンテンツの展開拡大、対象者の事業規模の拡大・経営支援体制の強化といったシ

ナジーを発揮することを目的として本公開買付けを実施いたしました。

 
　　（３）企業結合日

　　　　　2023年６月20日（みなし取得日　2023年８月31日）

 
　　（４）企業結合の法的形式

　　　　　現金を対価とする株式取得

 
　　（５）結合後企業の名称

　　　　　名称の変更はありません。

 
　　（６）取得した議決権比率

　　　　　企業結合直前に所有していた議決権比率　29.72％

　　　　　企業結合日に追加取得した議決権比率　　48.20％

　　　　　取得後の議決権比率　　　　　　　　　　77.92％

 
　　（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

　　　　　当社が、現金を対価として株式を取得したためであります。
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　　２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　被取得企業の決算日は２月末日であり、みなし取得日を2023年８月31日としているため、当第１四半期連結累

計期間において被取得企業の業績は含まれておりません。

　なお、被取得企業は持分法適用関連会社であったため、2023年３月１日から2023年５月31日までの業績は持分

法による投資損失として計上しております。

 
　　３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

　　　　現時点では確定しておりません。

 
　　４．主要な取得関連費用の内容及び金額

　　　　アドバイザリー費用等（概算額）　　　233百万円

 
　　５．発生するのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　　　　現時点では確定しておりません。

 
 
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

減価償却費 263百万円 232百万円

のれんの償却額 52 -
 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

配当金支払額
　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月23日
定時株主総会

普通株式 885 40.00 2022年３月31日 2022年６月24日 利益剰余金
 

（注）配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が保有する自社の株式に対する配当金５百万

円を含めております。

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

配当金支払額
　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月22日
定時株主総会

普通株式 910 40.00 2023年３月31日 2023年６月23日 利益剰余金
 

（注）配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が保有する自社の株式に対する配当金22百万

円を含めております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
玩具事業 映像音楽事業

ビデオ

ゲーム事業

アミューズ

メント事業
計

売上高        

　顧客との契約から

　生じる収益
25,415 16,505 12,860 6,898 61,680 － 61,680

　その他の収益 － － － － － － －

  外部顧客への売上高 25,415 16,505 12,860 6,898 61,680 － 61,680

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 25,415 16,505 12,860 6,898 61,680 － 61,680

セグメント利益 655 103 160 533 1,452 △304 1,148
 

(注) １．セグメント利益の調整額△304百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△304百万円が含ま

れております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社の総務部門等管理部門に係る費用であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
玩具事業 映像音楽事業

ビデオ

ゲーム事業

アミューズ

メント事業
計

売上高        

　顧客との契約から

　生じる収益
34,169 17,710 21,181 9,238 82,299 － 82,299

　その他の収益 － － － － － － －

  外部顧客への売上高 34,169 17,710 21,181 9,238 82,299 － 82,299

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 34,169 17,710 21,181 9,238 82,299 － 82,299

セグメント利益 1,398 280 435 389 2,504 △323 2,180
 

(注) １．セグメント利益の調整額△323百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△323百万円が含ま

れております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社の総務部門等管理部門に係る費用であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 
（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
至　2023年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 37円43銭 65円76銭

 （算定上の基礎）   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 825 1,459

   普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益（百万円）

825 1,459

   普通株式の期中平均株式数（千株） 22,048 22,202

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 36円46銭 64円46銭

 （算定上の基礎）   

   親会社株主に帰属する
　　四半期純利益調整額（百万円）

－ －

   普通株式増加数（千株） 587 445

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

(注)　株主資本において自己株式として計上されている株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）に残存する自社の

株式は、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算

において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中

平均株式数は、前第１四半期連結累計期間は125千株、当第１四半期連結累計期間は563千株であります。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年８月９日

株式会社ハピネット

取締役会　御中

 

東陽監査法人

東京事務所
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 佐　　山　　正　　則  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 田   部   秀　 穂  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　島　　充　　史  

 

 

 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハピ

ネットの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハピネット及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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